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2009 年 11 月の国内携帯電話出荷台数は対前月比で約 150%に成長 

～ docomo 向け出荷が対前月比 200％超の大幅増、年末商戦で活気を帯びる ～ 

 

 株式会社テクノ・システム・リサーチは国内市場向け携帯電話出荷台数の統計資料『月刊携帯

電話機出荷統計情報』2009 年 11 月号を 2010 年 1 月初旬に発刊しました。 
 

 2009 年 11 月の国内携帯電話出荷台数は、データ通信カード(WILLCOM CORE 3G 等も含む)と
合わせて 381 万 4 千台であった。対前月比で 150％近い高成長を記録した。また、前年同月比で

もプラス成長となっており、年末商戦に向けて市場が活気を帯び始めてきた。 
11 月は docomo が新製品 5 モデルを発売したのに加え、12 月発売の 2 モデルも 11 月に先行出

荷されており、これら 7 つの新製品の出荷だけで合計 100 万台を超した。Softbank 向けでも 12 月

発売分を含めて合計 5 つの新製品の出荷が行なわれており、順調に出荷台数を伸ばしてきている。

また、10 月好調であった KDDI 向け出荷も、11 月に大きな落ち込みを見せることなく堅調に推移

した。各キャリアとも年末商戦に向けて出荷量が伸びたものと見られる。しかしながら、前年同

月比は 8 月にほぼ横ばいとなった後、9 月より 3 ヶ月プラス成長を保っており、市場全体に回復

傾向の兆しが見られる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

国内向け携帯電話出荷台数（データカードを含む）の推移
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キャリア別の出荷状況を詳しく見てみると、ドコモ向け出荷は対前月比 200％を超し市場シェ

アも 50％近くまで回復した。KDDI向け出荷は新製品の出荷が少なかったことなどから僅かに 100
万台を割り込んだが、市場シェアは 2 位をキープした。ソフトバンクモバイル（Disney Mobile 含

む）向け出荷は大幅増となり、2009 年下期に入ってから最も高い水準を記録した。 
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携帯電話機メーカー別の出荷台数シェアを見ていると、マーケットリーダーの Sharp は 10 月に

久々に 30％台を占めたが、11 月は 30％を僅かに割り込んだ。11 月に大きく躍進したのは Fujitsu
である。同社はドコモ 1 社のみへの供給だが、新製品の出荷と「らくらくホン」シリーズの好調

を受け出荷台数を大きく増やし、市場シェアも 20％に到達する勢いを見せた。また、10 月にシェ

ア 10％を割り込んだ Panasonic が 11 月に入り再び 10％台を回復した。好調な Fujitsu や Panasonic
とは対照的に NEC はシェアを落とし続けており、11 月は 5％にも達しなかった。 

10 月に引き続き 11 月も韓国勢が好調を保った。韓国勢 3 社の総出荷台数は 10 月の出荷台数を

10万台弱上回り 40万台近くに達した。Samsungの出荷台数は 2ヶ月連続で 10万台を超えており、

LG、Pantech も 10 月より出荷台数を伸ばしてきた。今や韓国勢は日本国内市場において 10％のシ

ェアを保つようになってきた。 
12 月以降は年末年始商戦を控え各キャリア向けの出荷増が予想される。なかでもソフトバンク

モバイルは新製品 7 モデルを発売しており大幅な出荷増が期待される。しかしその一方で同社は、

iPhone シリーズや一部の機種への依存度を高めてきている。KDDI も新製品が好評であることか

ら 12 月の出荷も堅調に推移していくことが見込まれる。また、11 月に大きく伸びた Fujitsu の出

荷台数は、12 月にはその反動で減少すると見られるが、出荷台数の減少が続いている NEC はド

コモ向けに 2 モデルの新製品を出荷することなどから、大幅に数量を伸ばすことが期待される。 
 
【2009 年 11 月発売の新製品】 
キャリア

モデル名 SH-01B SH-02B F-01B F-02B P-01B L-02B SH004 CA003 CA004 T003 940SH 941SH 931N 940SC

メーカー Panasonic LG Sharp Toshiba NEC SamsungCasio Sharp

KDDI Softbankdocomo

Sharp Fujitsu  
 
【資料紹介】 

『月刊携帯電話機出荷統計情報』は各携帯電話機メーカーの通信事業者向け出荷台数について、

毎月各モデル別に調査し統計を取って資料として纏め上げたものです。モデル別のデータを必要

とする顧客にとって最適の資料となります。 
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